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生活習慣病罹患者の急増、高齢化社会，医療費の増大などの社会的な背景から、食品機能成

分による生活習慣病予防効果が注目されている。我々は薬食同源の視点から、１）食品機能成分の標的は
薬剤標的と同じであること、２）その薬剤としての活性は弱く、長期間摂取により機能性を持つ、と考え
研究を進めている。 

  長年にわたる誘導型シクロオキシゲナーゼ（COX-2）遺伝子の発現調節機構の解析の中で、赤ワイン
に含まれるポリフェノール・レスベラトロールがCOX-2の発現を細胞選択的に抑制すること、COX-2の
細胞選択的発現調節にPPARγが関与することを報告してきた。さらに、レスベラトロールはPPARα, β/δ, 
γいずれをも活性化し、ノックアウトマウスを用いた脳虚血モデルの実験から、レスベラトロールが
PPARα活性化を介して脳保護効果を持つことを報告した。現在、レスベラトロールのPPAR活性化による
生活習慣病予防の分子作用機構について研究をすすめており、その成果について発表する予定である。ま
た時間が許せば、PPARを標的とする食品機能成分として新規に見出したタイム油成分カルバクロールに
ついても言及したい。 

 


